
　有機農業塾の会員が、種苗の栽培から収穫まで
の実践と感想を報告します。
日　時　２月20日㈰　８時45分～12時
会　場　竹浦コミセン
内　容　①有機農業塾実践研究優秀賞受賞者表彰式
　　　　②昨年の実践研究報告会と意見交換など
参加費　300円（会員無料）
定　員　20名　※要申し込み
締め切り　２月15日㈫
詳　細　斎藤昭　☎０９０－３０１８－６０３８

日　時　２月26日㈯　10時～11時30分
会　場　ヨコスト海岸（日の出町５ 国道36号沿い）
内　容　環境省により生物多様性の観点から「重

要な湿地」と認定されているヨコスト湿
原の見学会です。ハクチョウやマガモな
ど冬の野鳥を観察します。ぜひ参加して
ください。※要申し込み

締め切り　２月16日㈬
詳　細　環境町民会議　☎８２－５１１０

白老有機農業塾　実践研究報告会 ヨコスト湿原町民見学会「冬の野鳥観察」

　栄町在住の川田ひろ子さん（74）から10万の寄付を受けました。川田さん
の長男泰正さんが来庁し「お世話になっている白老町にと母からです。役立
ててください」と戸田安彦町長に手渡しました。戸田町長は「心温かいご厚
意に感謝します」とお礼を述ました。 （12月20日）

　町内の放課後児童クラブで絵本の読み聞かせをボランティアで行っ
ているシラハギグループ（森本志津子代表）から、町内５カ所の同ク
ラブに図書カード５万円分と、手縫いの雑巾100枚の寄贈を受けまし
た。森本代表は「メンバーの協力で続けてこられました。子どもたち
のために」と話していました。戸田安彦町長は「大切に使わせていた
だきます」と感謝を述べました。寄贈は平成13年から続けていて、今
年で20回目を迎えました。 （12月21日）

　北海道新聞販売所苫小牧地区会（苫小牧市・白老・安平・厚真町、大内昭次会長）から児童図書15冊（約
２万円相当）の寄贈を受けました。同会は平成29年から毎年社会貢献の一環として、１市３町のいずれかに児

童図書や車いすの寄贈を行っています。大内会長
は「デジタル化が進む中でも、ぜひ活字に触れて
ほしい」と話していました。安藤尚志教育長は
「子どもたちにとって読書の習慣はとても大事で
す。感謝します」とお礼を述べました。同会は白
老町には平成30年に車いすを寄贈、図書は今回初
めてです。 （12月20日）

まちづくり 協力に感謝
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「町の発展に」と寄付

放課後児童クラブに図書カードと雑巾寄贈

図書館に児童図書寄贈
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